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2006年4月に本学に設立された多言語・多文化教育研
究センターは5年間にわたって、文部科学省特別教育研
究経費による「多言語・多文化教育研究プロジェクト」
を実施し、日本の多言語・多文化化に伴う課題解決にか
かわるさまざまな活動を展開してきました。教育活動に

おいては、日本の多言語・多文化の現状を学ぶAdd-on 
Programの実施と多文化コミュニティ教育支援室を通じ
た学生ボランティア活動のサポートを、研究活動におい
ては、自治体および実践者と研究者による協働実践研究
や世界諸地域の比較研究をおこなう世界の多言語・多文
化社会研究を、そして社会連携活動においては、外国に
つながる子どもたちのための教材作成と多文化社会専門
人材養成など、その活動の規模と範囲は、他に類をみな
いものでした。

本学としてはもちろん、国立大学としても初の試みと
なったこのプロジェクトは、軌道にのるまでにはさま
ざまな試行錯誤がありましたが、全国から寄せられた反
響は、こうした活動にたいする切実なニーズを顕在化さ
せただけでなく、各地に散らばる実践者と研究者をつな
ぎ、ネットワークを形成してきたという点で、本学なら
ではの社会貢献のあり方をも示すことのできたもので
あったと言えます。本号では、プロジェクトを牽引して
きたコアメンバーによる座談を通じて、この5年間の成
果を振り返るとともに、今後の課題を探ります。なお、
多言語・多文化教育研究センターは、2011年4月より「多
文化社会人材養成プロジェクト」を実施いたします。今
後とも本センターの活動にご期待ください。

特集

http://www.tufs.ac.jp/blog/ts/g/cemmer/URL
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　多言語・多文化教育研究の
　　　　　　新たな展開を目指して

センター発行の刊行物・教材を手にとる参加者 − 第 4 回 全国フォーラム
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尹　2006 年度より始まった多言語・多文化教育研究プ
ロジェクトも、いよいよ終了となります。今日は、本セ
ンターのこれまでの活動の意義について、「学生」、「大
学」、「社会」といったキーワードを手がかりに、それぞ
れのお立場、経験からお話いただけますでしょうか。

大学と社会との関わり
青山　私は、多文化コミュニティ教育支援室の立ち上げ
にかかわり、また、Add-on Program「入門」の授業を
担当してきました。支援室の活動では、とにかく学生た
ちの力に気づかされましたね。エネルギーやバイタリ
ティ、創意工夫がすばらしい。また、多言語・多文化社
会の課題について考える授業では、学生の反応がよく、
講師との間でキャッチボールが行われていますし、教師
としても力量を問われます。また、「社会」という点では、
現場の実践者の皆さんからの反応が大変に大きかった。
例年 300 人を超える参加者のある「全国フォーラム」は
歴史に残るものであるし、それぞれの現場で日々試行錯
誤しながら奮闘されている実践者の方たちをつなぐこと
ができたのは大きな成果。一方「大学」という観点で言
うと、本センターは大学にとっても不可欠な教育研究組
織であるにもかかわらず、学内での認知度は十分とはい
えなかった。組織としてどう根づかせていくのかは今後
のさらなる課題です。
伊東　たしかに「多言語・多文化」という視点を東京外
国語大学としてもっと打ち立てる必要がありますね。本
センターのニーズは社会的には非常に高い。大学とし
ても、足元の日本の国際化にどう目を向けていくのかが

重要だと思います。ところで、本センターの活動は、多
文化コミュニティ教育支援室という、学生の学びの場の
提供から始まったわけですが、これは同時に私たち教員
の学びの場でもあった。学生による活動自体が社会との
関わりを持っているし、そこには専攻語の活用という本
学ならではの特色もある。これはぜひ続けていくべきで
す。また、大学が象牙の塔にならないためにも、教員も
積極的に社会とつながりを持つ構造が必要ではないかと
思います。この点は理系の大学と違って文系の大学の限
界があるかもしれないですね。
杉澤　学生について言うと、支援室の活動と Add-on 
Program との連携が有機的に動いていた。視点があっ
ての実感をともなった学びというか。なかには学生自身
の生き方に大きく影響を与えて、その後弁護士となり、
今回コミュニティ通訳コース（2010 年度「多言語・多
文化社会専門人材養成講座」）を受講した人もいる。学
生たちが本学で外国語を学ぶ意義や、日本国内における
多言語・多文化に関わる人材育成のニーズなどに、実践
を通じて気づいていったのではないか、と感じます。研
究も社会連携も教育の基礎があってこその連環だった。
最初は教員に語学ボランティアとして現場を知ってもら
い、その上で、授業のプログラムを作っていったことな
ど。本センターだからこそできたプロジェクトだと思っ
ています。
北脇　外大ということで言うと、私が担当する Add-on 
Program「政策と法」という授業は、250 人を超える受
講者がいる。学生は自分が言語を学んでいることが何に
つながるのかを知りたがっていると感じますね。大学院
生の研究活動を支援する「ミニ研究プロジェクト」では、
日本の多言語・多文化に関心を持つ研究者の卵が外大に
もいるんだということもわかった。大学は社会に根を下
ろしたものでなくてはならない、だとするとセンターが
やってきたことの重要性が見えてくると思います。

特集特集

多言語・多文化教育研究プロジェクトの５年間を
振り返って

日　時 2010年12月22日 14:50ー16:20
場　所 多言語・多文化教育研究センター会議室
参加者 北脇保之（センター長）
　　　 青山亨　（副センター長）
　　　 伊藤祐郎（副センター長）
　　　 杉澤経子（プログラムコーディネーター）
　　　 尹慧瑛　（センター長補佐）

Add-on Program 言語技能入門の教室

座談会
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また、外国につながる子どもたちを
対象とした教材開発についても、本
学が教育の専門大学ではないという
ところで苦労はあったが、結果とし
て良い教材ができ、ダウンロード数も
現在62万を超えた（2010年11月末現在）。
何らかの強みを持ったところがネッ
トワークを作って、結果を出すことが
大事だと感じる。とはいえ、こうした
期限付きのプロジェクトに関わる教
員の多くは、本来の専門における教育
研究の任務があるなかで、無理がある
のも事実。それが大学になかなか根を
下ろさないことにつながる。

センターの教育活動
尹　逆に、プロジェクトの専任教員に期待される仕事
は、大学本来の教育研究とは異なって、企画・運営や
コーディネートといったことが中心になりますよね。そ
れでも、授業やボランティア活動のサポートなどのセン
ターの教育活動を通して、一人の学生にいろんな側面か
ら関わる機会があって、彼・彼女たちの成長や迷いを目
の当たりにすると、自分が「教育」というものに関わっ
てるんだなということを実感します。
青山　多言語・多文化の授業に対する学生の関心は本当
に高いです。
尹　最近は、入門や概論の授業を経て、もっと深く勉強
をしたいという学生からの相談が増えてきて。センター
では「多言語・多文化」と言っているけれど、テーマと
してはとても広いので、その先を考えさせるための取り
組みが必要だと思っています。もう一つ気になっている
のは、多文化コミュニティ教育支援室でおこなっている
活動についての学生たちのとらえ方です。みんなとても
一生懸命やっているんだけれど、「ボランティアをやっ
ている」という言い方をする。例えば就職活動中の面接
の場面などでです。でも、実際は複数の人間でプロジェ
クトをつくりあげていったり、コミュニケーション能力
を磨いたりだとか、要するに人との関わり方のスキルを
学んでいるとも言える。大学もこうした活動を「ボラ
ンティア」という言葉でくくってしまうべきではないと
思う。
北脇　就職活動で、支援室での活動をアピールしにく
い、という学生の話があった。そこを大学がバックアッ
プする必要がある。ボランティア活動＝支援活動、では
なくて、多様性を持った人達と一緒に何かをすすめてい
く経験をつんでいる、これを企業的に言えばダイバーシ

ティマネージメントとつながる、ということをアピール
することもできる。学生が学内でどういう力をつけて出
て行くのかを考えるのは大学の任務。多言語・多文化の
授業や支援室の活動を経て自分なりの進路を見つけてい
る学生が出てきているので、センターも寄与していると
言えるのではないか。
尹　センター活動の意義、成果についての話が続いたと
ころで、反省点や課題についてはいかがでしょうか。

国立大学に求められる変革
杉澤　学内の教員に関わっていただく道筋がなかなかつ
くれなかったということでしょうか。
青山　やはりセンターという組織が行うプロジェクトで
あったという、仕組みの問題がありました。
北脇　研究分野によってはもう少し学内教員を巻き込む
ことができたのではないか。例えば「日本近代史」とい
うテーマで研究会をやっていくなど。あるいは、今年の
全国フォーラムで議論した「多文化共生を問い直す」と
いったテーマであれば、専門として議論できる先生はた
くさんいる。センターでは、地域や自治体・NPO に関
わる人を「実践者」と言ってきたが、運動や主張として
「実践」をしてきた方たちもいる。
青山　将来的な展望も含めて課題だと思うのは、海外に
おける類似の研究機関との連携がはかれなかったこと。
ウェブサイトも多言語化すれば海外とのつながりがもっ
とできたかもしれない。現状ではキャパシティを超えた
課題ではあるが。
北脇　例えば、移民研究が一般的な地域における研究機
関と、このセンターとの交流があると良い。本センター
も、海外からの問い合わせを見る限り、外から見たらそ
ういう機関だと思われている。
尹　仕組みということで言えば、そのための予算と人材

座談会に参加の多言語・多文化教育センター運営委員（左から 尹、北脇、杉澤、伊東、青山）



4 5

があったことで、活動の多くをセンター内で完結させて
いた。学内にはいろんな分野を得意とする部署があるの
で、今後大学本体がプロジェクトに取り組むならば、そ
ういうところとの連携も考えてはどうかと思う。例えば
今回で 3 号目となった研究誌は、これまでになかった
「実践研究」をとりあげるジャーナルとして年々評価が
高まっているし、次号への投稿希望者も多い。長い目で
見て定着させるためには、学内のいろいろな部署との連
携が必要だと思う。
北脇　本来はセンターのスタッフは最小限にして、授業
関係の事務や、研究成果物の発行などは、本来その機能
を持った学内の部署が担うということもあり得る。
尹　プロジェクトを通じて難しいなと思ったのは、大学
が社会とつながるときには、教員の仕事も、事務の仕事
も、通常とは異なる対応や発想が求められるというこ
と。それをどこまで背負えるか、ということが出てきて
いると思う。大学の教員がどこまで社会サービスに携わ
れるのか、また、「組織」という枠で動くことができる
のか。オーバーワークであることは事実。
北脇　物事の意思決定がどういう場でどういうルールに
もとづいて行われるかが、ますます問われてくる。国立
大学が岐路にたたされている今、思い切った変革が必要
なことは確か。
青山　企業はそこを考えているし、がんばらないとつぶ
れる。大学も生き残りをかけて改変していなかなければ
ならないのに、なかなか仕組みを変えるのは難しい。
尹　そうしたなかで、センター活動に関わる教員やス
タッフには、ある種共通のモチベーションや志があった
と思う。それがなくてはやれなかったはず。
杉澤　センターは、事務職員とマインドを共有して事業
にあたってきた。ここの活動は教員だけでは動かない。
スタッフの力が大きかったということは評価してもらい

たい。ところで、伊東さんと青山さんは、立ち上げのと
きからずっと関わられていたけれど、それを支えていた
ものって何だったんですか？

プロジェクトの原動力
青山　私の場合、自分自身の「多文化」体験が大いに関
係していると思います。小学生の時、親の仕事の都合で
カナダの小学校に放り込まれた。楽しかったが、その後
日本に戻ってから学校の授業がわからずに苦労したこと
もあります。大学時代にはオーストラリアに留学し、現
在の妻と出会った。妻はラオスからの難民で、オースト
ラリア国籍。妻とは英語、子どもとは日本語で会話して
いるが、家庭内でも言語や文化の「壁」があって驚くこ
とは多々ある。日本に住む外国人の配偶者として、いろ
いろな手続きも経験した。また、専門としては多民族国
家インドネシアを研究している。こうしたことから、教
員として、学生への教育を通じてこれからの日本社会の
意識を変えていく必要があると思っている。
尹　濃淡はあるとしても、外大の教員は、どなたも多言
語・多文化ということに関わっているわけで、その部分
で何ができるかを出し合ってもらい、つなげて、大学全
体として見える形で続いていけばよいのでは。いろいろ
な先生と個人的に話をしているとそう思う。
杉澤　そういう思いを持っている先生たちは多いでしょ
うね。やはり仕事の負担があるとなると尻ごみしてしま
うかもしれないけれど、「部分」として関わるという仕
組みを作りたいところですね。
北脇　志を共有するということは大事だけれど、それが
内向きにならないということも大事でしょうね。
伊東　私の場合は、平成 8 年からの文科省の併任で、年
少者の日本語教育に関わるなかで、留学生の日本語教育
との違いに気づかされて、それまでの経験が打ち砕かれ
た。すべて学びなおす必要があったわけです。その経験
があったからこそ、外大生が日本語・学習支援の活動を
やるという時に協力を持ちかけられて、何の抵抗もなく
受け入れられた。学外でやってきたことの経験を、外大
で活かせるなら本望だという思いでした。
杉澤　教員のマインドってやっぱり学生に対する愛情な
んですねえ。
伊東　外大でやることの面白さというのは、日本語専攻
の学生だけではなく、スペイン語、ポルトガル語といっ
た、外国につながる子どもたちの母語を学んでいる学生
が関わる点。そこで日本語の難しさを発見して日本語を
見直して欲しいと思った。日本語教育の専門性にとらわ
れていないほうが入りやすい。そうして、子どもの日本
語教育から、地域の日本語教育にかかわる過程で、杉澤

特集特集

語学ボランティア研修会（東京外大本郷サテライト）
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さんに出会ってしまった（笑）。そして今日に至るという。
尹　大変なお仕事だったと思いますが、それでもやはり
興味とか関心、希望とか使命感のようなものがあったか
らこそ、続いてきたということではないでしょうか。
伊東　やっぱり刺激とかわくわくする気分がありました
よね。
青山　そして、一緒にプロジェクトをすすめていくメン
バーには本当に恵まれていました。

尹　この 5 年のプロジェクトでは、ひとつの活動のあり
方というものを構想して実践してきたわけですが、枠自
体をもっと鍛えていくべきではないか。例えば、センター
が用いてきた「多言語・多文化」という言葉。これをこ
の先じっくりと考えていく過程で新しい人たちを引き込
むなど。もう一度言葉や理念に戻るということが、次の
ステージに必要なのではと思います。今日はありがとう
ございました。

３つの柱で活動してきた多言語・多文化教育研究センター
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生まれて初めて訪れる沖縄――。私は、いま、一つの
おぼろげな記憶を確実のものにしようと、ＰＣの検索
エンジンに、「沖縄戦」、「英語」、「運命」と入力して
みる。期待する結果は出てこない。そこで「運命」に
代えて、「分かれ目」と入力してみた。すると、出て
きた。
琉球大学 21 世紀フォーラムでの講演を終えた翌日、
私は、同大に勤務する大浜さんの案内で沖縄観光に出
た。めざすは、沖縄北部の本部町にある海洋博公園。
道々、大浜さんの口から「追いつめられる」という言
葉がなんどか繰り返されるのを耳にした。沖縄戦末
期、米軍に追われて南下していった人々の話である。
私は、そうした人々の群れを掻きわけて北上していく
ような奇妙な錯覚に浸っていた。
前日の豪雨とは打ってかわり、昼過ぎから雲一つない
好天になった。私は溢れる感謝の思いとともに、沖縄
の冬の穏やかな日差しに酔った。海洋博公園の沖あい
に広がるマリンブルー、厚さ 60 センチのアクリルグ
ラスをえらで撫でるようにして目の前を横切っていく
巨大なジンベイサメ、自殺の名所として知られる万座
毛の猛々しい断崖、沖縄サミットの主会場となった万
国津梁館の超豪華なホール、ブセナ・テラスから見下
ろしたプライヴェートビーチの白い輝き。期待を裏切
るものは何一つなかった。

午後 3 時過ぎ、私たちは車から降り、嘉手納基地沿い
の道の駅の展望台から、長さ四千メートル近くあると
いう二本の滑走路を眺めおろした。次に、普天間基地
南側にある嘉数高台公園を訪れ、そこに据えられた裏
さびれた展望台から、問題となっている基地の全貌を
限りなく水平に近い角度から見下ろした。そしてここ
までは、ある程度まで予期できた沖縄の姿だった。だ
が、展望台の階段を降りたった私の眼に「トーチカ」
というカタカナ文字が入り、脳裏で何かがパチンと弾
けるのを感じた。「トーチカ」はロシア語で「点」を
意味し、「コンクリート製の防御陣地」に転用された
軍事用語である。いつ、どのような経緯でこのロシア
語が沖縄にまで入りこんできたのか、私の想像力は及

ばない。それはともかく、兵士たちは、コンクリート
塊に穿たれた銃眼をとおして、北方から攻めくだって
くる米兵を迎え撃ったのだ。その銃撃戦の光景を想像
しはじめた私は、何かしら避けては通れない関門のよ
うに「ひめゆりの塔」を意識しだした。私ももっと南
に下らなくてはならない……

翌日曜日の昼少し前、私は、タクシーを借り切って「ひ
めゆりの塔」をめざした。すべてを悟りきったように
穏やかな表情をした運転手は、聞くと、私と同じ年齢
であることがわかった。

「これでも戦後の生まれなんですよ」
申しわけなさそうな答え方が印象的だった。「ひめゆ
りの塔」に向かう道すがら、彼は、方言のまじる重い
調子で、沖縄本土に点在する戦跡をめぐる悲しいエピ
ソードをいくつも話してくれた。その多くは、「ガマ」
と呼ばれた鍾乳洞で悲しい運命をたどった人々の物語
だったが、はっきり聞き取ることは困難だった。

「沖縄戦」末期、正確には、1945 年 4 月 1 日、嘉手
納から約 10 キロ北に位置する読谷村という村で悲劇
は起きた。村に二つあったガマの一つでは、降伏を求
める米兵に応じず、村人 83 名が集団自決をとげた。
そのほとんどが女たちや子どもたちだった。ところ
が、そこから一キロ隔てた別のガマでは、身をひそめ
ていた約千人の村人たちが無事生きながらえた。

同じ村の二つのガマの間で、なぜ、これほどにも残酷
な「分かれ目」が生じたのか。運転手の話だと、その
カギとなったのが「英語」だった。軍国主義を叩きこ
まれた第一のガマのリーダーは、「生きて捕囚の辱め

沖縄戦、英語、分かれ目
亀山 郁夫（東京外国語大学長）

研究

世界の多言語・多文化
連 載 12（最終回）

「ひめゆりの塔」の前で
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を受けず」との戦陣訓に従い、女子どもたちに死の選
択を迫った。他方、もう一つのガマには、ハワイから
帰った移民が二人いて、「殺しはしないから出て来な
さい」との米兵の勧めにしたがい、最終的に千名の村
人を死から救った。

「恐ろしい話ですね」

私の心は、83 人の村人たちの恐怖に同期していた。

しかし思うに、この悲劇は、英語を解するか、解さな
いかに問題の核心があったわけではない。ハワイに生
活した経験のある二人の移民は、英語による命令以外
に、その響きの奥にこもる微妙な何かをしっかりと聴
き分けていたのだと思う。それこそは異文化そのもの
の理解であり、「分かれ目」となったカギは、その理
解を土台にした人間そのものに対する信頼の念だった

はずだ。

那覇市内から約１時間、名城バイパス沿いに南に下っ
てきた車は、やがて右折してドライブインの駐車場に
入った。車から降りた私は、その一瞬、道路の向かい
へと流れていく人々の群れに気づき、「ひめゆりの塔」
に着いたと直感した。

慰霊碑は、平和記念資料館の入口から思いがけない近
さにあった。私は、その前に大きく口をあけているガ
マの存在に気づき、左手に回って身を乗り出すように
してその底をのぞき込もうとした。だが、午後の陽ざ
しで瞳孔が開いていたせいか、ぼんやりと黒い闇のほ
か何ひとつ見分けがつかなかった。そしてその一瞬、
私は、自分が沖縄について抱いてきたすべてのオーラ
が弾けとび、沖縄が、かすかながらも確実に私自身の
現実の一部になったと感じたのだった。

大学で学んでいることを活かして、国内に在住する外国の
人たちの力になりたいと、ポルトガル語専攻の学生が中心と
なって、学生ボランティア・グループ「東京外大在日外国人
交流ネットワーク〜 Amigos」を立ち上げたのは 2003 年
4 月のことであった。学生たちにまずできることは、ブラジ
ル人の児童生徒への学習支援だった。ポルトガル語専攻の学
生が中心ということから、対象はおのずからブラジル出身の
人々に限られたが、そのグループの名称に「東京外大」がつ
けられた背景には、ほかの言語を専攻する学生にもこの活動
に参加してもらい、対象もほかの地域から来た人たちに広げ
たいという学生たちの思いがあった。学生の活動に対する感
謝の声など社会からの反響も大きかったが、それ以上に目を
見張ったのが、その活動を通してみるみるうちに成長してい
く学生たちの姿だった。彼らは瞬く間に「コミュニケーショ
ン力」、「行動力」、「組織力」、「責任感」を身につけ、人間的
にも知的にも大きく生まれ変わっていった。これはぜひでき
るだけ早く全学に広げたい、そういう思いから平成 16 年度
文部科学省現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ）
に「在日外国人児童生徒への学習支援活動」として応募し、
2004 年 9 月に採択された。その約１か月後の 10 月 21

日に設置されたのが「多文化コミュニティ教育支援室」であ
る。言うまでもなく、これが現在の「多言語・多文化教育研
究センター」の興りである。原動力は「学生たちのボランティ
ア精神」だったのである。

そんな彼らの意志を何としても汲みあげなくては、と私
を「その気にさせる」きっかけとなったあるエピソードがあ
る。あるとき数人の学生が私のところへやってきて、在日ブ
ラジル人の状況と課題を知るために講演会を催したいが、だ
れか紹介してもらえないかと言ってきた。聞けば、自分たち
に何ができるかを勉強しようと、そのための資金として外語
祭の料理店の収益の一部を貯めてあるのだという。そこで開
催されたのが、サンパウロ大学教授二宮正人氏による講演会

「DEKASSEGUI と日本〜私たちにできること」（東外ネッ
ト主催）であった。それは今も同支援室のＨＰの設立までの
歩みに掲載されている。つまり今ある本学の多言語・多文化
教育研究事業は、学生の「ポケットマネー」によって開始さ
れたわけである（もちろん二宮氏がその講演料をいったん受
け取り、そのうえでアミーゴスに寄付されたことは言うまでも
ない）。

（次ページに続く）

総合国際学研究院准教授　武田 千香

教育

原点をみつめて　―「渇望」と「充足」のバランス ―
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　本センターでは、2010年11月27〜28日に、全国フォーラムを開催しま
した。第4回となった今回は、これまでのセンター活動の総括から始まり、
協働実践研究と世界の多言語・多文化社会研究の成果をともに示すととも
に、「差別や排除のない公正な社会をめざして」というセンター活動の理念
にもとづいて、「多文化共生」を問い直すパネルディスカッションを設け、
387名の参加がありました。過去最多の応募があった発表セッションでは各
会場で活発な議論が交わされ、全国の実践者と研究者をつなぐ貴重な機会と
しての全国フォーラムの役割が改めて認識された二日間となりました。

全国の実践者と研究者をつなぐ
－ 多言語・多文化社会研究全国フォーラム開催 －

とにかくアミーゴスの発足当時の彼らのエネルギーと意志
たるや凄まじかった。それは彼らの進路が証明している。あ
る者は集住都市の中学校の教員になった。またある者は旅行
代理店への就職が決まっていたが、ぎりぎりまで迷った挙
句、やはり自分は小学校教員として外国につながる子どもた
ちの教育に携わりたいと、内定先を「蹴って」小学校教員免
許の取得のため大学院進学に切り替えた（そして実際にその
職業に就いている）。また当時はまだポルトガル語を理解す
る弁護士がいなかったことから、自分が第一号になるとロー
スクールへの進学をし、見事に司法試験に一発合格を果たし、
現在は東京大学で助教論文を書いている者もいる。そしてあ
る卒業生は、何が何でも在日外国人の力になりたいとこだわ
り続け、県警に転職を果たした。

今、思うと、彼らのこの絶大なエネルギーは、言ってみれ
ば「渇望状態」から生まれたのかもしれない。当時まだ同セ
ンターの活動が何もなかった時代、彼らはある意味で「飢え
ていた」。だから、自分の求めるものが意識化され、それを
がむしゃらに情熱的に追い求めた。その結果、自らの人生を
強い意志のもとに切り拓いた。もし「渇望」が彼らの「意志」
を育て、自発的に生きる力を獲得させたとすれば、「教育」
とは与えすぎていけない、とつくづく思う。だが、もちろん
その「意志」の発露をうまく掬いあげ、バックアップし、リー
ドする体制の整備は必要だ。だからこそ彼らは思い描いた進
路をとることに成功したのだろう。となると「教育」には常
に「渇望」と「充足」の絶妙なバランスが求められるという
ことだろうか。
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